
週間国際経済2016（22） №61  ０６／14～０６／20  金俊行（きむじゅねん） 
 
06/14 ・国債入札、特別資格を返上 三菱UFJ銀が財務相に伝達 
 
06/15・独10年債初のマイナス 英EU離脱 リスク回避加速 ＜１＞ 
  ・株・為替動揺収まらず ユーロ・ポンド下落 日経平均1万6000円割れ  
  ・中国ASEAN外相会合、溝深く 南シナ海で異例の批判 
    中国軍艦が鹿児島沖領海侵入 政府「強い懸念」伝達 
 
06/16・FRB、米連邦公開市場委員会（FOMC、15日）で追加利上げ見送り ＜２＞ 
    雇用や英EU離脱を懸念 先行き「慎重に」 
    会合メンバー、利上げ「年内1回」派増加 市場は「年内見送り」 視界不良 
  ・日銀金融政策決定会合、追加緩和見送り 黒田総裁「マイナス金利効果徐々に」 
  ・円急伸、一時104円半ば 日経平均300円安1万5500円台 ＜３＞ 
  ・訪日客最速で1000万人（6月5日時点）昨年より1カ月以上早く 
    伸びは鈍化、先行き不安も 勢い保つには民泊整備や情報提供など受け皿作り欠かせず 
  ・離脱なら歳出削減・増税 オズボーン英財務相、EU残留訴え痛み強調 
 
06/17・欧州、反EU派に勢い 英の国民投票契機 仏独で反移民勢力台頭 ＜４＞ 
    EU残留派議員（英労働党コックス氏）銃撃され死亡（16日） 
  ・家計金融資産7年ぶり減 昨年度末1706兆円 株安響く ＜５＞ 
  ・ルー米財務長官、アジア投資銀を評価 運用面で「高い基準満たしそう」  
  
06/18・国債保有日銀3分の1 買い取り「限界論」も 需給逼迫で相場不安定に ＜６＞ 
    3月末時点前年比32.7％増の364兆円 残高全体の33.9％占める 
  ・円、黒田緩和前に逆戻り 実効レート主要通貨で最も上昇 
    この1年間で23％上昇 主要輸出企業利益2兆円目減りも 
  ・EU離脱の場合19年GDP 英、残留より5.6％減 IMF試算 
  ・サムスン、有機ELスマホ用アップルに供給へ 7200億円投じ5割超増産 
 
06/19・新車販売500万台割れ（今年見通し）国内、5年ぶり低水準 
    1-5月は前年同期比4.8％減の212万台 軽自動車は12.5％減 ピークは1990年の777万台 
  ・インド中銀ラジャン総裁退任へ 与党、2期目の再任拒否 経済波乱要因に 
 
06/20・ゆうちょ銀、運用難でリスク資産に最大6兆円 公的年金も7兆円 
    マイナス金利で国債に依存した運用難しく 不動産やインフラ、未公開企業株など代替投資 
  ・日本貿易赤字、4カ月ぶり 5月407億円 米・アジア向け輸出低調 
  ・難民、戦後最多6530万人 昨年580万人増   
      
  



 


